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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第２四半期累計期間
第84期

第２四半期累計期間
第83期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 5,769,854 5,933,779 11,863,365

経常利益 （千円） 1,936,032 2,121,798 3,831,312

四半期（当期）純利益 （千円） 1,299,327 1,433,064 2,470,933

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 4,449,844 4,449,844 4,449,844

発行済株式総数 （株） 22,547,140 22,547,140 22,547,140

純資産額 （千円） 29,822,044 30,296,642 30,990,315

総資産額 （千円） 33,322,053 33,086,245 34,752,639

１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 58.01 63.99 110.33

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 19.00 20.00 40.00

自己資本比率 （％） 89.5 91.6 89.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 566,109 504,353 1,130,235

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △952,666 △2,946,928 1,330,140

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △425,336 △469,856 △852,693

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 2,395,321 1,902,465 4,814,897

 

回次
第83期

第２四半期会計期間
第84期

第２四半期会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 24.74 24.93

（注）１　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第２四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境に改善が見込まれる中、緩やかな回復

基調が続いております。内閣府の月例経済報告（平成27年７～９月公表）に拠れば、個人消費や法人企業の設備投

資は総じて底堅い、或いは持ち直しの動向が報告されており、引き続き政府の経済再生と政労使への取り組みが注

目されております。但し、アメリカの金融政策は利上げを模索しており、中国やインドネシアなどを始めとするア

ジア新興国の緩やかな景気減速やTPP（環太平洋戦略的経済連携協定）参加各国の条約批准の行く末が注目される

なか、国内経済が活況を取り戻すにはまだ時間を要する状況が続いております。

 

 

　当社では、経営方針として、「長期的に持続的成長をする企業」を掲げております。このビジョンの実現に向け

て、2014年度を起点とする中期経営計画に基づき、既存事業の育成と新規事業推進による新たな価値の創出を目指

しております。さらなる成長及び業績向上を推進すべく、「臨床診断薬」、「産業検査薬」、「医薬」、「化粧

品」の各事業内それぞれの成長領域へ集中的に経営資源を配分するとともに、重要課題への取り組みを進めまし

た。

 

＜各事業における共通戦略の推進＞

　・成長分野における新技術開発のための開発的投資（資本参加などのM&A・提携・委託）

　・事業領域拡大のための戦略的投資（市場開拓・製品及びサービス開発）

　・事業基盤強化のための積極的投資（業務品質向上への取り組み）

 

 

　このような状況のもと、当第２四半期累計期間の売上高は前年同四半期に比べ１億63百万円（2.8％）増加し、

59億33百万円となりました。利益面におきましては、営業利益は前年同四半期に比べ１億３百万円（11.6％）増加

し10億０百万円、経常利益は投資有価証券売却益の発生などにより前年同四半期に比べ１億85百万円（9.6％）増

加し21億21百万円、四半期純利益は前年同四半期に比べ１億33百万円（10.3％）増加し14億33百万円となりまし

た。

 

 

　当第２四半期累計期間における各セグメント別の状況は、概ね次のとおりです。
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＜臨床診断薬事業＞

　売上高は、前年同四半期に比べ49百万円（2.0％）増加し25億38百万円、営業利益は前年同四半期に比べ９百万

円（1.8％）減少し５億29百万円となりました。

　当事業においては、「感染症管理や精度管理の水準向上に貢献すべく、基幹病院や検査センターで競合他社に勝

る存在価値の向上を実現する」との戦略目標を掲げ、当社の強みを前面に押し出した戦略を推進しております。全

国規模によるKAM（重要顧客管理：Key Account Management）の取り組みを展開し、ナショナルセンター・病院、

大学機関、検査センターなどにおけるニーズを分析・精査し、CRM（顧客関係構築：Customer Relationship

Management）に基づいた営業活動を行っております。その中で大学機関とは個別に臨床微生物分野に関する委託研

究に着手いたしました。感染症や感染制御、院内感染防止に携わるICT（感染制御・対策チーム：Infection

Control Team）・ICD（感染制御・対策の医療従事者：Infection Control Doctor）への迅速な耐性菌検出の報告

を支援するため「全自動細菌検査装置 ライサスエニー「ニッスイ」」においては、同定・薬剤感受性迅速検査に

おける判定基準など搭載データベースなどのバージョンアップを図り、現場ニーズを満たすチームアプローチを継

続しております。また、「凍結管理血清 L-スイトロールⅠ・Ⅱ「ニッスイ」」を用いて、検査センターや健診機

関等を対象に、外部精度管理の一環である「第15回 L-スイトロールサーベイ」を７～８月にかけて実施いたしま

した。

 

 

＜産業検査薬事業＞

　売上高は、前年同四半期に比べ69百万円（4.9％）増加し14億84百万円、営業利益は前年同四半期に比べ14百万

円（3.4％）増加し４億36百万円となりました。

　当事業においては、「微生物検査や食品安全検査を実施する大手顧客企業の衛生管理上の問題を解決する提案活

動を通じて、顧客企業の競争力の向上に貢献する企業との評価を確立する」との戦略目標を掲げ、微生物検査のパ

イオニアとしての存在価値の向上を図っております。DAC（国内大規模グループ企業：Domestic Affiliated

Company）プロジェクトチームによる国内グループ形成企業への製品・検査法の導入提案は、日本水産株式会社グ

ループにおいては、連携が功を奏し、概ね導入が完了いたしました。引き続き、大規模グループ企業への提案を継

続いたします。また、顧客企業とのパートナーシップ強化、新規顧客に向けた微生物検査や食品安全検査の啓発及

び検査精度の向上を目的として、サーベイやセミナーの開催を企画・実施いたしました。

　なお、本事業においては、８月より検便検査用遺伝子検出試薬及び遺伝子検出装置（※株式会社島津製作所 腸

管系病原菌遺伝子検出試薬キット・ノロウイルスG1&G2検出試薬キット・ノロウイルスG１検出試薬キット・ノロウ

イルスG２検出試薬キット及びGVP-9600）を、９月より空中微生物リアルタイム測定装置（※シャープマニファク

チャリングシステム株式会社　微生物センサ BM-300C）の販売を開始いたしました。

　また、海外の販売拡大に向けて、菌数測定用簡易培地コンパクトドライの海外販売代理店拡大も順調に進み、ア

ジア・オセアニア地域における現地代理店の新規取引や日本水産株式会社グループの海外事業各社とも、実務レベ

ルの協議を継続して行っております。

 

 

＜医薬事業＞

　売上高は、前年同四半期に比べ12百万円（0.9％）増加し14億76百万円、営業利益は前年同四半期に比べ１億51

百万円（76.1％）増加し３億51百万円となりました。

　当事業においては、直販営業ルートの強化に向けて専売品の二次元バーコード対応を順次開始し、製品情報の提

供による販売店の推売サポートを行ってまいります。また、プロダクト別プロモーター制によるOTC医薬品・健康

食品群の主力製品の販売強化に向けて対応しております。このような取り組みにより、直販営業ルートの健康未来

創造研究会への新規入会店は当期においても順調に伸長し、当上半期では450店を超える増加がありました。直販

営業ルート以外の新規販路では、訪問販売や通信販売等を運営する企業・ドラッグストアなどの流通ルートに、弊

社の強みである肝臓加水分解物原料やＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）などでプライベートブランド開発の導入提

案を図っております。
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＜化粧品事業＞

　売上高は、前年同四半期に比べ31百万円（7.9％）増加し４億34百万円、営業利益は前年同四半期に比べ９百万

円（9.9％）増加し１億６百万円となりました。

　当事業においては、既存主力製品の立て直しを図るとともに、海洋資源由来の天然素材を用いたスキンケア製品

等の開発を推進し、敏感肌向け化粧品としてのブランド再建を目指しております。７月より北京同仁堂香港薬業管

理有限公司を通じて、カルシウムライン、ノンEシリーズといった主要製品のオンライン販売をアリババグループ

運営「T-mall（天猫）」より開始いたしました。また引き続き、日本水産株式会社と化粧品におけるコラボレー

ションについて、実務レベルの協議を進めております。

　なお、本事業においては、９月より海洋資源由来の天然オイル「オレンジラフィー油」をベースとした「メール

エクラ　マリンモイストオイル」を発売いたしました。

 

　なお、上記は各事業に配賦できない支援部門に係る費用等４億23百万円が控除されておりません。

 

 

＜研究及び開発関連、その他＞

　将来性のある基盤技術獲得のためのオープンイノベーション推進と再生医療分野での新規事業化に向けた製品や

販路の探索・獲得を専門的に推進する「先端技術研究部」及び「事業企画推進室」においては、外部企業との連携

や大学・企業との共同研究に向けた取り組みを継続しております。

　臨床診断薬事業においては、重点領域として位置づけて開発を行っております全自動細菌検査装置 ライサス専

用試薬として、新薬を搭載したグラム陰性菌（非発酵菌、緑膿菌）用標準プレートを発売いたしました。

　産業検査薬事業の海外戦略においては、北米地域で、菌数測定用簡易培地コンパクトドライ TC、EC、CFについ

て米国の認証機構「AOAC International」より対象食品の拡大承認を受けました。また、他の項目についても最終

フェーズを迎えております。欧州地域については、「MicroVal」、「NordVal」といった世界的権威のある機構か

らの認証拡大にも取り組み、細菌検査法の国際基準への準拠を強化してまいります。

　設備投資においては、結城工場でイムノクロマト製品群の新規製造設備を導入し、製造原価の低減や品質向上を

さらに進めてまいります。

 

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ16億66百万円減少し330億86百万円となりました。主

な増加は投資有価証券17億98百万円によるもので、主な減少は現金及び預金12億20百万円、関係会社預け金21億91

百万円によるものです。

　当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ９億72百万円減少し27億89百万円となりました。主な減

少は支払手形及び買掛金２億12百万円、流動負債のその他（未払金４億79百万円）、固定負債のその他（繰延税金

負債１億99百万円）によるものです。

　当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ６億93百万円減少し302億96百万円となりました。

 

　この結果、自己資本比率は91.6％となりました。

 

EDINET提出書類

日水製薬株式会社(E00971)

四半期報告書

 5/19



(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ29億12百万円（60.5％）減少

し、19億２百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、５億４百万円の収入（前年同四半期は５億66百万円の収入）となりま

した。これは主に税引前四半期純利益20億34百万円に対し、投資有価証券売却益９億63百万円、法人税等の支払

額５億65百万円があったためであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、29億46百万円の支出（前年同四半期は９億52百万円の支出）となりま

した。これは主に関係会社預け金の減少による資金の増加５億円、投資有価証券の売却・償還による収入93億18

百万円に対し、投資有価証券の取得による支出130億81百万円があったためであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、４億69百万円の支出（前年同四半期は４億25百万円の支出）となりま

した。これは主に配当金の支払によるものであります。

 

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は、３億14百万円であります。その内訳は臨床診断薬事業２億29百万

円、産業検査薬事業51百万円、医薬事業30百万円、化粧品事業２百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年11月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 22,547,140 22,547,140
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数は100株です。

計 22,547,140 22,547,140 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 22,547,140 － 4,449,844 － 5,376,172
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

日本水産株式会社 東京都港区西新橋１－３－１ 12,106 53.69

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 473 2.09

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 323 1.43

日水製薬みのり持株会 東京都台東区上野３－23－９ 279 1.23

日水物流株式会社 東京都港区芝大門２－８－13 273 1.21

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１－26－１ 199 0.88

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE

PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013,

USA

（東京都新宿区新宿６－27－30）

161 0.71

UNITED NATIONS FOR THE UNITED

NATIONS JOINT STAFF PENSION FUND

A UN ORGAN

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部）

1 DAG HAMMARSKJOLD PLAZA, 885 2ND

AVENUE, 4TH FLOOR, P. O. BOX 5037

NEW YORK, NY 10017

（東京都中央区日本橋３－11－１）

110 0.48

DEUTSCHE BANK AG LONDON-PB NON-

TREATY CLIENTS 613

(常任代理人　ドイツ証券株式会社)

TAUNUSANLAGE 12,D-60325 FRANKFURT AM

MAIN,FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY

(東京都千代田区永田町２-11-１ 山王

パークタワー)

104 0.46

ティーツー・キャピタル株式会社
東京都町田市三輪緑山１－２－３　コー

プ野村緑山ヒルズ２番館106号
90 0.39

計 － 14,119 62.62

（注）１　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社および日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式は信

託業務に係るものです。

２　当社は自己株式を151千株（0.67％）保有していますが、上記大株主から除いております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　151,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　22,368,200 223,682 －

単元未満株式 普通株式　　　27,640 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 22,547,140 － －

総株主の議決権 － 223,682 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が16株および証券保管振替機構名義の株式が43株含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日水製薬株式会社

東京都台東区上野３－23－

９
151,300 － 151,300 0.67

計 － 151,300 － 151,300 0.67

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成27年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,045,075 1,824,087

受取手形及び売掛金 3,048,379 2,961,030

有価証券 300,990 －

商品及び製品 1,588,638 1,414,288

仕掛品 378,991 346,956

原材料及び貯蔵品 704,679 748,370

繰延税金資産 199,972 198,000

関係会社預け金 4,819,822 2,628,378

その他 117,710 118,448

貸倒引当金 △34,347 △33,006

流動資産合計 14,169,911 10,206,554

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,943,495 1,930,620

機械装置及び運搬具（純額） 287,919 292,715

土地 2,770,799 2,770,799

建設仮勘定 131,264 117,024

その他（純額） 65,521 75,655

有形固定資産合計 5,198,999 5,186,815

無形固定資産   

ソフトウエア 17,477 11,631

その他 12,569 12,540

無形固定資産合計 30,046 24,172

投資その他の資産   

投資有価証券 15,156,336 16,954,339

繰延税金資産 － 517,201

その他 247,998 246,156

貸倒引当金 △50,653 △48,994

投資その他の資産合計 15,353,681 17,668,703

固定資産合計 20,582,727 22,879,690

資産合計 34,752,639 33,086,245
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成27年９月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,258,935 1,046,404

未払法人税等 492,829 535,268

賞与引当金 201,595 189,776

役員賞与引当金 19,750 18,250

歩戻引当金 9,992 16,445

その他 1,189,988 604,459

流動負債合計 3,173,090 2,410,603

固定負債   

退職給付引当金 2,860 2,897

その他 586,371 376,101

固定負債合計 589,232 378,999

負債合計 3,762,323 2,789,602

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,449,844 4,449,844

資本剰余金 5,378,511 5,378,511

利益剰余金 20,661,124 21,623,872

自己株式 △98,429 △98,711

株主資本合計 30,391,050 31,353,517

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 599,264 △1,056,874

評価・換算差額等合計 599,264 △1,056,874

純資産合計 30,990,315 30,296,642

負債純資産合計 34,752,639 33,086,245
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 5,769,854 5,933,779

売上原価 2,880,820 2,857,040

売上総利益 2,889,033 3,076,738

販売費及び一般管理費 ※ 1,992,774 ※ 2,076,652

営業利益 896,259 1,000,085

営業外収益   

受取利息 37,899 25,738

受取配当金 111,655 103,937

投資有価証券売却益 874,519 963,988

デリバティブ評価益 － 12,909

その他 17,411 15,879

営業外収益合計 1,041,486 1,122,453

営業外費用   

支払利息 46 56

為替差損 432 684

デリバティブ評価損 1,233 －

その他 1 0

営業外費用合計 1,713 741

経常利益 1,936,032 2,121,798

特別利益   

固定資産売却益 － 14

特別利益合計 － 14

特別損失   

固定資産処分損 8,182 8,778

投資有価証券評価損 25,129 78,577

特別損失合計 33,312 87,355

税引前四半期純利益 1,902,719 2,034,457

法人税、住民税及び事業税 583,992 596,148

法人税等調整額 19,400 5,244

法人税等合計 603,392 601,392

四半期純利益 1,299,327 1,433,064
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,902,719 2,034,457

減価償却費 156,310 142,191

引当金の増減額（△は減少） 22,231 △9,829

受取利息及び受取配当金 △149,555 △129,676

支払利息 46 56

売上債権の増減額（△は増加） 307,411 89,003

たな卸資産の増減額（△は増加） 117,325 162,693

仕入債務の増減額（△は減少） △13,063 △212,531

投資有価証券売却損益（△は益） △874,519 △963,988

デリバティブ評価損益（△は益） 1,233 △12,909

投資有価証券評価損益（△は益） 25,129 78,577

その他 △76,085 △108,615

小計 1,419,182 1,069,428

法人税等の支払額 △853,073 △565,075

営業活動によるキャッシュ・フロー 566,109 504,353

投資活動によるキャッシュ・フロー   

関係会社預け金の増減額（△は増加） 400,000 500,000

有価証券の売却及び償還による収入 － 300,000

有形固定資産の取得による支出 △112,038 △119,915

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,732,881 9,318,980

投資有価証券の取得による支出 △5,121,060 △13,081,150

利息及び配当金の受取額 146,321 133,760

固定資産の売却による収入 － 14

投資その他の資産の増減額（△は増加） 1,229 1,382

投資活動によるキャッシュ・フロー △952,666 △2,946,928

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △1,310 －

利息の支払額 － △0

配当金の支払額 △423,568 △469,574

自己株式の増減額（△は増加） △457 △281

財務活動によるキャッシュ・フロー △425,336 △469,856

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △811,893 △2,912,431

現金及び現金同等物の期首残高 3,207,214 4,814,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,395,321 ※ 1,902,465
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年９月30日）

給与及び手当 467,207千円 495,896千円

貸倒引当金繰入額 28,000 〃 － 〃

歩戻引当金繰入額 8,511 〃 16,445 〃

賞与引当金繰入額 125,945 〃 119,816 〃

役員賞与引当金繰入額 19,750 〃 18,250 〃

退職給付費用 29,406 〃 34,297 〃

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金 2,341,094千円 1,824,087千円

預入期間が３か月以内の関係会社預け金 54,227 〃 78,378 〃

現金及び現金同等物 2,395,321千円 1,902,465千円

 

（株主資本等関係）

前第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日

取締役会
普通株式 425,536 19 平成26年３月31日 平成26年６月４日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月30日

取締役会
普通株式 425,528 19 平成26年９月30日 平成26年11月28日 利益剰余金

 

当第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月８日

取締役会
普通株式 470,316 21 平成27年３月31日 平成27年６月４日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 447,916 20 平成27年９月30日 平成27年11月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 
臨床診断薬

事業
産業検査薬

事業
医薬事業 化粧品事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,488,122 1,415,146 1,463,434 403,151 5,769,854

セグメント利益 539,254 422,612 199,406 96,668 1,257,941

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,257,941

全社費用（注） △361,682

四半期損益計算書の営業利益 896,259

（注）　全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 
臨床診断薬

事業
産業検査薬

事業
医薬事業 化粧品事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,538,030 1,484,656 1,476,194 434,897 5,933,779

セグメント利益 529,544 436,873 351,071 106,237 1,423,726

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,423,726

全社費用（注） △423,641

四半期損益計算書の営業利益 1,000,085

（注）　全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 58円01銭 63円99銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,299,327 1,433,064

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,299,327 1,433,064

普通株式の期中平均株式数（株） 22,396,450 22,395,891

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　第84期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年10月29日開催の取締役会に

おいて、平成27年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①　配当金の総額 447,916千円

②　１株当たりの金額 20円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年11月30日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月６日

日水製薬株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡村　俊克　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　通子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水製薬株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第84期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社の平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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